
7月28日（日）に小学５・６年生の親子を対象に阿賀野川流域を巡るバスツア―を開催しました。
このツアーは新潟水俣病が発生した当時の様子や被害者の方の思いを聞いて、環境や人と人の絆の
大切さを感じてもらう体験ツアーです。開催1３回目となる今年は、親子39組78名に参加いただきまし
た。当日の様子をご紹介します。

１限目 阿賀野川流域へようこそ！

２限目 新潟水俣病はなぜ発生したの？

新潟駅南口からバスに乗り込み、阿賀野川上流域へと出発。
“ほんもの体験”の始まりです。

発生源の工場では何を作っていたのか、なぜ新潟水俣病が発生したのか、
日本が豊かになっていく時代との関係を阿賀町公民館で学びました。



かつての企業城下町、鹿瀬の現地見学

新潟水俣病の発生源となった旧昭和電工の鹿瀬工場周辺をバスで巡り、
当時の様子を学びました。
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かつてメチル水銀が排出されていた
排水口を見学しました。

当時は大勢の労働者でにぎわっていた
という工場周辺。

高台から、かつて昭和電工鹿瀬工場が
あった一体を見下ろしました。



昼食 阿賀の恵みたっぷり弁当

３限目 新潟水俣病の被害を学ぼう！

阿賀町の農家カフェさんに作っていただいた特製弁当です。
地元の食材をたっぷり使った美味しいお弁当は、親子ともに好評でした。

新潟水俣病の被害についての説明と、阿賀野川で渡し船の船頭をしていた
立川小三郎さんの貴重なお話を、語り部映像で学びました。

・枝豆ごはん

・フキの佃煮

・ワラビの煮物

・卵まき

・ポテトサラダ

・キクラゲのシュウマイ

・ジャガイモのカレー風味

・しかみいも

・ピーマン肉巻き

・キクラゲのナムル

・食用菊の酢の物



４限目 阿賀野川流域の地場産業を学ぼう！

明治時代に創業した製陶所さんでは、田畑の地下に埋
める土管作りの見学や、地域の土を使った粘土遊びを
体験しました。

窯業体験

津川で伝統的な糀食品を作る糀屋さんでは、糀のお話を
聞きながら甘酒スムージー作りを体験しました。糀屋体験



参加者の感想

・色々な事を学べたり、知ることができた。たくさんの人と関われてよかった。(小学生）
・実際に被害に遭った人の話を聞けるのは、学校ではやらないのでよかった。（小学生）
・いつもは体験しないことができて楽しかった。（小学生）
・現地を実際に見て､昔の様子など初めて知ることばかりで､とても興味深かった。(大人）
・体験は、地域の素晴らしい産業が見られる良い機会となりました。（大人）
・子どもの頃に勉強した公害病について学び直せてよかった。（大人）

安田で約１００年前から酪農を続けている酪農業者
さんで、清潔な牛舎の見学とエサやり体験をしまし
た。

寒さに強い安田瓦を作り続ける安田の瓦工業さんで
瓦の絵付け体験をしました。

酪農体験

瓦体験


